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超音波発振条件 

超音波 1 28kHz 300W  出力 25％ 連続ＯＮ 

超音波 2 38kHz 150W  出力 100％ ポンプタイマー接続 

ポンプ（脱気ファインバブル発生液循環装置）タイマー制御 

ＯＮ：２８秒  ＯＦＦ：９秒 

ファンクションジェネレーター 

超音波３ Ｃｈ１ プローブ２本接続 

矩形波 スイープ発振 ９－２１ＭＨｚ 

超音波４ Ｃｈ２ プローブ１本接続 

矩形波 １３．７ＭＨｚ発振 

 



表面残留応力緩和テスト 

（加工部品を樹脂容器内で処理 バイスペクトル評価） 

 

 

    

    



表面残留応力緩和テスト 

（溶接部品の水中処理 バイスペクトル評価） 

 

 
 



 

 

表面の超音波測定 

 



 

 

 

 
 

          以上 


